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内　容

上記の2名は2019年8月、湘南慶育病院の化学療法治療を立ち上げ、これまでに57名（2026年8月18日
現在）もの癌患者さんに安全かつ安心できる化学療法治療体制を構築した。約７年間にわたる地道だが
不断な努力と最新の知識を習得する労力を惜しまず、患者さん本位の医療を提供することに多大な貢献を
した事を医師として高く評価する。この間、安全面においても、リスク管理を徹底し、大きな化学療法の合併
症を起こさなかったことも特筆に値する。また、田村氏は治療をより安全に施行し、患者さんとそのご家族を
トータルサポートする為、2028年度外来がん薬物療法認定薬剤師資格(APACC)取得を目指しており、一
方、守山氏は投与中、患者さんの心身の負担を少しでも和らげる為、TVの設置等患者さんの視点で親身
な対応に取組んており、体制の整備が図られている。今後も、患者さんが増える事が予想され、薬局、看
護部における化学療法治療発展に関して、後進育成活動に励むよう期待する。

湘南慶育病院
田村　壽朗（薬剤科 主任 / 薬剤師）、守山　祐子(看護部 / 正看護師)

癌患者さんに安全かつ安心できる化学療法治療体制を構築した功績。

志田　敦男(医師)

安全な体制を築き、患者さんが求めている環境を整備する事で親身な対応を地道
に積上げてきた功績は理事長賞に相応しいと考え推薦します。

功 績

推薦者氏名

推 薦 理 由




